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 11 月 13 日（金）、ＪＲ連合青年・女性委員会（以下、青女）は幹事会と全国から 7 つの地方協議

会の代表者による「第 5回幹事・地協代表者学習会」を電力総連会議室において開催しました。 

 新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、アクリル板の使用、こまめなアルコール消毒、換気

など感染予防対策を実施したうえで、リモート参加者を含む総勢 31 名が参加しました。 

 第 1 部では、ＪＲ連合青女の活動の進め方、考え方を共有し、各地協代表者と意見交換しました。 

 第２部の産別交流では、電力総連青年委員会の方々とアイスブレイクなどでコミュニケーション

を図ったのち、産別紹介、グループディスカッションでの議論を行いました。 

 グループディスカッションでは、現地で参加しているメンバーと、リモートで参加しているメン

バーのグループに分けて、共通課題であるコロナ禍の活動の在り方や参加してもらいやすくする工

夫などについて、意見交換や情報共有しました。加えて、互いの業務課題や組織課題など、同じイ

ンフラ産業として働く立場で議論することができ、今後の活動につながる貴重な機会となりました。 

 何より、電力総連との産別交流を通じて、今までなかった視点で考えることができ、また産別を

超えた「仲間づくり」を行うことができました。 

電力総連青年委員会の参加者とともに、今回の貴重な経験を 1 度きりにするのではなく、このよ

うな交流の機会を継続して企画することを確認し、まさに産別ならではの取り組みとなりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

心ひとつに ～仲間とともに明るい未来へ～ 

皆で集合写真！ グループディスカッションの様子


